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産婦人科領域におけ るT-2588の 臨床的検討
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新 しいセ ファロスポ リン系抗生物質 であ るT-2588の 産婦人科 領城 におげ る臨床的検討 を行ない.

次 のよ うな結果 を得た。

1) 17例 に投与 し,16例 で臨床的に有 効 と判定 された。

2) 細菌 学的効果 は4例 で検討 し,そ の結 果,2例 が菌消失,1例 が菌交代,1例 が不変であっ

たげ

3) 副作用 は1例 に悪心,1例 に下痢が見 られ たが,症 状は極 めて軽微であ った。

以上 よ り,T-2588は,産 婦人科領域感染症に対 して有用 と判 断され た。

T-2588は,富 山化 学 工 業(株)で 新 し く開発 さ れ た

エ ス テル 型 セ フ ェム系 経 口抗 生剤 で あ り,投 与 後 エ ステ

ラー ゼに よ り加 水 分 解 され,抗 菌活 性 を 示 すT-2525と

な る(Fig1)。T-2525は β-1actamaseに 対 し安定 で

あ り,そ の抗 菌 ス ベ ク トル は 広 域 で あ る。 こ とに従 来 の

経 口抗 生 剤 で は,感 受 性 の低 いCitrobocter, Entero-

bacter, Indole陽 性Proteus, Serratiaに 対 して も強

い抗 菌 力 を 示 し,ま た嫌 気 性 菌 に 対 して も強 い抗 菌 力 を

示す といわれ てい る1)。また安 全性 につい ては,一 般毒

性試験 などで検討され,特 に問題 となる所見はみ とめら

れていない。著者 らは,産 婦人科領域における感染症患

者にT-2588を 投与 し,そ の臨床的検討を行なったので

報告す る。

I. 対象お よび方法

昭和59年8月 か ら昭和60年3月 に旭川医科大学付

属病院産婦人科 お よび関連施設で加療 した産婦人科領域

Fig. 1 Chemical structure of T-2588 and T-2525

T-2588 T-2525

pivaloyloxymethyl (+)-(6R, 7 R)-7-E( Z )-2-(2-amino-
4-thiazol y1)-2-methoxyiminoacetamido]-3-[ (5-methyl-
2 H-tetrazol-2-y1) meth y13- 8-oxo- 5 -thia- 1 -azabicyclo 
[4. 2.0] oct-2-ene-2-carboxylate

(+)-(6 R, 7R)-7-[(Z)-2- (2-amino-4-thiazol y1)- 2 -me-
thoxyiminoacetamido]-3-[(5-methy1-2 H-tetrazol-2-y1> 
methyl]-8-oxo-5-thia-1-azabicyclo [4. 2. 0] oct-2-ene-2- 
carboxylic acid
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Table 1 Clinical effects of T-2588 1) Intrauterine infections

Table 2 Clinical effects of T-2588 2) Uterine adnexitis and intrapelvic infections

におけ る感染症患者17例 を対象 とした。全例に問診を

行ない,薬 物ア レルギーの有無を確認 し,患 者の同意を

得て,T-2588を 投与 した。投与方法は,1回100mg

または200mgを1日2～4回 経 口投与 とした。投与期

間は特 に 定めず,ま た 投与期間中には 原則 として,他

の抗生剤,消 炎剤,鎮 痛下熱剤 の 併用を 行なわ なか っ

た。

臨床効果は主 として症状 の推移か ら主治医が判定 し,

自血球数,CRP値 血沈値 などの検査値 も参考 として

用いられた。細菌学的効果 は,投 与前後に細菌学的検索

を行ない判定 した。安全性 は,投 与中お よび投与後 の自

他覚症状 ならび に肝機能,腎 機能 などの検査値 の異常 の

有無か ら,検 討 を行な った。これ らの検討に もとづき

主 治医が総合効果 を判定 した。

II. 成 績

患 者の年齢 は22歳 か ら 。65歳に分布 し,平 均38歳

であった。 体重 は43kgか ら64kgに 分布 し、 平均

53kgで あった。T-2588の 投与期 間は,5～13日 間 で

あ り,総 投与量 は1～4、89で あ った。対象疾患 は,子

宮 内感染6例,子 宮付属器炎 を含む骨盤 内感染5例,外

性器感染6例 であ った(Table1.2,3)。

臨床効果は,17例 中1例 を著明改善,12例 を改善,、
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Table 3 Clinical effects of T-2588 3) External genital infections

Table 4 Bacteriological response

4例 をやや 改善 と判定 した。疾患別 では,子 宮 内感染6

例 中4例 を改善,骨 盤内感染5例 中4例 を改善,外 性器

感 染6例 中1例 を著明改善,4例 を改善 と判定 した。投

与 中に症状 の増悪 の見 られ た例 はなかった。

投与前 に17例 中9例 で起炎菌 と思われる細菌 を検 出

したが,投 与後に細菌 学的効果 を判定 し得たのは4例 で

あ った。4例 の うち,T-2588投 与前の 検体か らSta-

Phylocoecus sp.が 検出 され た1例,お よびE.celiが 検

出 された2例 中1例 は,投 与後の検体か らは細菌が検出

されず,と もに菌陰性化 と判定され た。 また投与前の検

体からStaphylococcus auretesが 検出された1例 は,投

与後 の検体か らStreptoeoccus fzecalisが 検出され,菌

交 代 と判定 された。一 方,投 与前 の検体か らE.ediが

検 出され た1例 は,投 与後 も同様 にE.celiが 検出され,

不 変 と判定 された(Table4)。

副作用 として,T-2588投 与中に,1例 に悪心,1例

に下痢が見 られたが,症 状 は軽微であ り投与を中断する

には至 らなかった。 また投与中,投 与後 を通 じて,腎 機

能,肝 機能な どの検査値 の異常変動は,1例 も見られな

か った(Table5)。
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Table 5 Laboratory findings before and after T-2588 administration

B Before A : After *(KA)

総合効果につ いては,17例 中16例 を有効 と判定 し

た。疾患別では,子 宮内感染,骨 盤 内感染 を全例有効 と

判定 し,パ ル トリン腺膿瘍6例 中5例 を 有効 と 判定 し

た。

III. 症 例

症例No.2 M.O.35歳 子宮 内膜炎(Fig.2)

昭和56年 に当科にて子宮筋腫 と診断 されていたが,

嶋卵大 と小さ くまた挙児希望 もあったため特別 な治療は

行なわなかった。今回妊 娠の診断後外来的に経過をみて

いた ところ,筋 腫は増大傾向を示 し,昭 和59年10月

25日 妊娠34週 に早産 した。産後の経過 は順調 で,7日

目に退院 となったが,退 院後昭和59年11月10日 よ

り下腹痛出現,血 性悪露 が著明に増加 した。同 日当科を

受診し,子 宮内膜炎 と診断 され,子 宮収縮剤,消 炎剤を

投与された。 その後 も症状の改善 が見 ら れ ず,382。C

の熱発も出現 したため,T-2588を1回100mg,1日3

回,6目 間経 口投与 した。投 与開始第2日 目よ り平熱 と

なり,下 腹痛 も消失 した。T-2588投 与前後についてみ

てみると,CRP値 は(〓)か ら(±)と な り,血 沈値も

1時 間値76か ら24と な り,著 明な改善 が見 られた。細

菌学的検索では,子 宮内容 か ら,投 与前にはStaphylo-

cocus aureusが 検出され,投 与後 にはStreptococcus

faecalisが 検 出された。副作用 としては,投 与開始第4

日目に下痢が見 られたが,投 与を中断す るには至 らず,

投与終了後症状は速 やかに消失 した。 また,T-2588投

与 中および投与後に腎機能や肝機能などの検査値の異常

Fig. 2 Case No. 2 M. O. 35 yrs 47 kg 

Endometritis
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Fig. 3 Case No. 12 R. T. 48 yrs 49 kg 

Bartholin's abscess

は見られ なか った。臨床効果は改善,細 菌学的効果 は菌

交代 と判定 した。副作用 も軽微であったことか ら,総 合

効果は有効 と判定 した(Fig.2)。

症例No.12R.T.48歳 パル トリン膿膿瘍(Fig.

3)

昭和47年 よ りパル トリン腺感染を反復 していたが,

昭和59年9月21日,外 陰部の腫脹,疼 痛,熱 感を主訴

として来院 した。パル トリン腺膿瘍 と診断 し,切 開排膿

を行な うとともに,T-2588を1回100mg,1日3回,

5月 間経 口投与 した。 腫脹は投与第3日 目に,疼 痛は第

4日 目に消失 し,膿 汁排出も第4日 目に止 り,膿 瘍 の大

きさも縮小 した。T-2588投 与前後についてみてみる と,

CRPは(〓)か ら(-)と なった。 また投与中お よび

投与後に,副 作用や,腎 機能,肝 機能などの検査値の異

常変動は見られ なか った。

細菌学的検 索では,投 与前,投 与後 とも,細 菌が検出

されず,細 菌学的効果は不明であった。臨床効果を著明

改善 と判定 し,副 作用 も見られなかったが切開併用のた

め,総 合効果 は有効 と判定 した。

IV. 考 察

産婦人科領域 におけ る感染症 の多 くは,グ ラム陰性桿

薗 をは じめ とす る好気性萄 を起炎菌 とす るが,し ば しほ

嫌気性菌 との混合感染 もみ とめ られ る2,8)。そのため,産

婦人科 領域 において治療 目的 で抗生物質を投与す る場合,

第1選 択 として用い る薬剤は,好 気性菌か ら嫌気{生菌に

お よぶ広い抗菌 スベ ク トルを有 してい るこ とが望ま しい。

また経 口抗生剤は,臨 床の場 にお いては,外 来的に投与

され る機会が多 いため,よ り高 い安全性が要求 され る。

今回我 々が検討 したT-2588は,従 来の経 口抗生剤 と比

較 して広 い抗菌スペ ク トルを有 して お り,β-lactamase

に対 しても安定 であ るといわれ ている1)。そ こで 著者ら

は,産 婦人科領域におけ る感染症17例 について,本 葡

の臨床的検討 を行 なった。臨床効果 は17例 中13例 で

改善,4例 でやや改善 と判定 され,投 与 した全例 におい

て何 らか の改善が見 られ た。細菌学的効果 の検討が可能

であったのは4例 で,う ち2例 が菌陰性化,1例 が菌交

代,1例 が不変 とい う結 果を示 した。副作用 としては,

17例 中2例 に軽微 な消化器症状 が見 られただけで 他の

重篤な症状は見 られなか った。 また投与中,投 与後にお

け る肝機能,腎 機能な どの検査値 の異常変動は見られな

か った。 総合効果 として,17例 中16例 を 有効 と判定

し,そ の有効率は94.1%で あ った。以上 のように検討

症例 は少 なか ったが,高 い有効性 と安全性 とを示す こと

か ら,T-2588は 産婦人科 領域 において優れた有用性を

有す る薬剤 であ ると考え られ た。
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Clinical studies on T-2588, a new oral cephalosporin antibiotic, in the field of obstetrics and gyne-
cology were investigated, and the following results were obtained. 

1) In the treatment on 17 cases, the therapeutic effect was good in 16 cases. 
2) Bacteriological response was studied on 4 cases. Elimination of organisms was found in 2 cases, 
replacement in 1 case, and unchanged in 1 case. 
3) No side effect was observed except for 1 case of slight diarrhea and 1 case of slight nausea. 
From the results obtained, it is expected that T-2588 is effective for infections in the field of 

obstetrics and gynecology.


